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はじめに
英語音声学 の世界 にお いて も,ま た,英 語教育 において も,「英語の単
語 にはス トレス(強 勢)が あ る」,あ るいは,「英語の単語 にはアクセ ン ト
があ る」,とい う表現が よ く使 われ る。具体的 には}「ス トレス(強 勢)が
第一音節 にある」,「ス トレス(強 勢)が 第二音節 に置 かれている」,あ る
いは,「アクセ ン トが第一音節 にあ る」,「アクセ ン トが 第二音節 に置 かれ
てい る」 とい う形で表現 される。ス トレス(強 勢)(STRESS>とい う語 と
ヱ 之土」∠上(ACCENT)とい う異 なる語 が,英 語の単語 に現 れる回⊥1象
に対 して使 われている。 これは何故 なのか。単 なる好みの違 いなのか。あ
るい は,研 究者の音声現象 に対す る分析 と解釈の違いなのか。
以 下,強 勢(STRESS)論,ア ク セ ン ト ・プ ロ ミ ネ ン ス(ACCENT一
PROMINENCE)論,そ してこの両者 の混 交 と も言 える強勢 ・プ ロ ミネ
ンス(STRESS-PROMINENCE)論の違 いが何 に由来す るか を見,次 いで,
従来 の分析 に欠 けていた イン トネー シ ョン(INTONATION>の考察 が こ
の問題の本 質に迫 る鍵 であることを指摘 する。
1.強 勢(STRESS)論(Danie!Jones)
強勢論 は,DanielJonesを始め多 くの音声 学者 によって支持 されて きた










ま たJones(1972)は,強勢(stress)が肺 か らの 強 い 空 気 の 押 し出 しで あ










強勢(stress)は強 さで あ り,単 語 のある部分(音 節)が 他の部分 よ り強





unstre∬64・r(m・reaccurately)μ・n・ππ664ω露乃 ω磁 ∫幡 ・【J・nes
(1972),p.247】
こ こ で,次 の ア ク セ ン ト 論 の 中 核 を 占 め る こ と に な る 皇 一立
(prominenceプロ ミ ネ ンス)の 概 念 に触 れ て お く。Jones(1972)は強.勢
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(StreSSスト レ ス)と ー.1/rominenceプ ロ ミ'・ン ス と は 別 の 概 念 で
あ りr卓 立(prominenceプ ロ ミ ネ ン ス)は,音 色(tamber),長 さ
(length),強勢(stress),イン ト ネ0シ ョ ン(intonation)の総 合 効 果 で あ り,








即 ち,Jonesに と っ て,例 え ば,fatherは第 一 音 節 に,arriveは第 二 音
節 に,oPPortunityは第 三 音 節 にstressが あ る と い う こ と に な る 。
と こ ろ が,こ の 同 じ単 語 が,ア ク セ ン ト(accent)論で は,そ れ ぞ れ,第 一
音 節,第 二 音 節,第 三 音 節 に そ れ ぞ れ ア ク セ ン ト(accent)があ る と い う。
以 下,ア ク セ ン ト(accent)論の 典 型 的 な 唱 道 者 で あ るA.C.Gimsonの 考
え を 見 て ゆ く。
2,ア ク セ ン ト ・プ ロ ミ ネ ン ス(ACCENT-PROMINENCE)論
(A.C.Gimson)
Gimson(1972)は,Jones(1972)が使 う 「強 勢 の あ る 音 節 」(stressed
syllables),「音 節 が 強 勢 を 受 け る 」(syllablesarestressed)とい う用 語 を用
い ず,「 他 よ り 立 るstandout音 節 に ア ク セ ン トが あ る,ア ク セ ン ト
を受 け る 」 と言 う表 現 を使 い,1/rominence・ プ ロ ミ λ ンス が ア




4Jones(1950,1972)の強 勢 論 に あ っ て は 強 さ(force)が強 勢(ス トレス
STRESS)現 象 で あ っ た の に対 して,Gimson(1972,1975)のア ク セ ン ト
論 に あ っ て は,卓 立(prominence・ プ ロ ミ ネ ン ス)が ア ク セ ン ト
(ACCENT)現 象 で あ る 。 卓 立 は,強 勢(stress),ピッ チ(pitch),音質











強 勢(stress)は,調音 に 要 す る(強 い)エ ネ ル ギ0を,ピ ッチ(pitch)は,
音 の 高 低 で あ る が,主 と して,音 の 高 低 の 変 化(pitchchange)を,音質
(quality)は,個・々 の 母 音 ・子 音 の 音 色 の 違 い を,そ して 音 長quantity)は・
音 の 長 さ(length)を言 う。(Gimson(1972),pp.223W227)ここ でi下 記 に
見 るGimsonの 述 べ る強 勢(stress)の概 念 が,調 音 の 強 さ と言 う点 で,
Jones(1950,1972)のそ れ と根 本 的 に変 わ りが な い 事 が わ か る 。 しか る に,
Jonesは強 勢(stress)を,Gimsonはア ク セ ン ト(accent>をそ れ ぞ れ 単 語










3.強勢 ・プ ロ ミネ ンス(STRESS-PROMINENCE)論(PeterRoach)
Roach(2000)は,強勢(sTREss)とい う語 をJones(1972)と同様 に用
い,「 強 勢 の あ る 音 節 」(stressedsyllables),「最 後 の 音 節 が 強 勢 を受 け る 」






と こ ろ がRoach(2000)にあ っ て は,Jones(1972)が強 勢
よ ロ0ヘ へ
1romlnenceフ ロ ミ ・ン ス
(stressスト レ
ー と
(Prominenceプロ ミ ネ ン ス)と 強 勢(stress)
た の に 対 して,Gimson(1972,1975)のア ク セ ン ト
(prominence・プ ロ ミネ ンス)を,彼 の 強 勢(STRESS)現象 の 中 核 に据 え
て い る。










Roach(2000)は卓 立(prominence・ プ ロ ミ ネ ン ス)を,起L益
(loudness),長制 ピ ッチitch,立ualitの4要 素 か ら な
る と す る 。 こ こ で 注 意 す べ き は,Roach(2000)はrGimson(1972,
61975)とは違 って,4つ の要素 には強勢(stress)と言 う語 を使 わず,代 わ
りに聴覚的観点か らの用語 である さloudrlessを用 い てい る点であ
る。 これ は,Roach(2000)が単語 の韻律現象 を示す語 と して伝 統的 に使
用 されて きた強勢(STRESS)とい う語 を用 いているため,同 一用語 の重複








な お,Roach(2000)はア ク セ ン ト(accent)とい う語 を,人 々 に よ っ て
異 な る 発 音 と言 う 意 味 で 用 い,Gimson(1972,1975)が ア ク セ ン ト
(accent)とい う語 を使 用 す る と こ ろ で 強 勢(STRESS)と い う語 を 用 い て い




4.イ ン トネ ー シ ョン(INTONAT10N)の考察,
並 び に分 析 の抽 象 度 の問題
単語 の韻律 的特徴 に関す る上記三つの記述 に共通 に欠 けてい るものがあ
る。それは イン トネーシ ョン(INTONATION)の考察 である。 イン トネ
ーシ ョンの ない発話が存在 しない に もかかわ らず,単 語が発音 された場合
に,そ の イン トネーシ ョンの働 きに触 れる ことな く,例 えば,第 一音節 に
強勢 があ る,あ るいは,ア クセ ン トがあ ると し,そ れは,強 さ(force)で
あ り,ま たは,卓 立(prominence)であ ると した。即 ち,強 勢,あ るいは
アクセ ン トを,イ ン トネーシ ョンを捨象 して音声的 に定義 したわけであ る。
、英 語 に お け る ス ト レ ス(stress),アク セ ン ト(accent),イン ト ネ ー シ ョ ン(intonation)(D 7
ところが下記 の例 に示す ように,強 さ(force)であれ,卓 立(prominence)
で あれ,こ れは常 にイ ン トネーシ ョンと共 に存在 してい るので あるか ら,
イ ン トネーシ ョンの考察 を欠 く単語 の韻律的特徴 の記述は一面 的な もの と
ならざるを得 ない。
ここで特 に問題 になるのはa単 語 の強勢(STRESS)ない しは単語の アク
セ ン トACCENTの オ 事 と る ピッチ亦itchchaneは
はd五 の 立bl白・ 手 で は な 又鮨 に お1る イ ン トネ ー シ ョ ンの で
あゑ と言 うことである。今 まで の分析 では,こ の,単 語 の レベ ル,と発話 の
レベ ル とい う二つの レベルが混 同 されて きたため に(あ るいは未分化 であ
るために)英 語 にお ける強勢現象(あ るい はアクセ ン ト現 象)そ の ものの
姿が独立的 に明示 されて こなか った とい うこ とである。以 下,単 語の強勢
現象 ない しはアクセ ン ト現象が,イ ン トネー シ ョンとは別個 の現象である
ことを示 してお く。












● ● ● ● ● ●
上記の核音調は下降調(q)で あるが,上昇調(d)や 下降上昇調(●U)
等 も可能である。


















● ● ● ● ●
上 の3例 か ら明 らかな ように,単 語の強勢(STESS)は強勢 と して存在
し,同 時 に各発話 ご とに独 自の イン トネーシ ョンが現 れる。話 者の意図が
異 なるこ とによって核音調が(1)はunderstandとい う単語 の強勢のあ る
音節,即 ち,第 三音節 に,(2>はcouldn'tの第一音節 に,(3)はMaryの
第一音節 にそれぞれ生 じている。
以上,強 勢現象 とイン トネ0シ ョン現象 とは別個の現象であ り,共 に単
語及び発話の レベルにおける音韻構造上の韻律的特徴である。分析を従来
の分析よ りより抽象度の高いもの とすることによって,強 勢現象は単語の
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基底構造(抽 象的 レベル)に おける音節の位置の問題であ り,イ ントネー
ション現象は,発 話(文)に おける強勢のある音節に生ずる核音調の問題
であると捉 えることが可能 となる。
即 ち,英 語の単語 はその音韻構造 において(aspartofit'sphonological
structure)韻律 的特徴 として強勢(STRESSス トレス)を 持つ。強勢 は,
単語 の抽象表示(基 底表示)に おける有標 の音節(markedsyllable>の位
置 と して表示 される。単語 は一旦(文 と して)発 話 された場 合は,基 底構
造 における有標の音節が強 さ(force)を伴 って実現 され,そ れが一語の場
合 は,そ の単語の有標 な音節,即 ち3強 勢(STRESS)を持つ音節 にイ ン ト
ネーシ ョンの核音調が必ず生ず る。単語が二語以上連 なって発話 され る場
合 は,そ れぞれの単語の強勢(STRESS)を持つ音節 の一つ ない しは二つ以
上 の どれか に必ず イ ン トネー シ ョンの核音調 が生ず る。 これが単語 の強勢
現象 と発話(文)に おける イン トネ0シ ョン現象 との区別であ り,両 者 は
区別 されるべ き別個 の韻律現象であ る。
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